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ブラジリアが建設された 九六年まで、リオはブラジルの首都であり、植民地時代にはナポレオ軍の侵略から逃れたポルトガ 王室が居を構えて、ポルトガル王国の中心であったこともあった。このため、リオ 都市インフラは国内のほかの都市に先んじ 整備されてきた。その一例は、高台から市街地に水を供給する目的で一八世紀半ばに建設されたラパ 水道
橋である。現在この水道橋の上を路面電車が走り、観光名所になっている。　
首都が移転した後もリオはブラ
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増の半分（二三万人）は、ここバハ地区でみられたものだ。　
鉄道が通じていないバハ地区は




工場は北へ移動し、市内で最も多い二四〇万人が暮らす大衆居住地域ゾナ・ノルテ（北地区）を形成した。ここには貧しいブラジル北東部内陸の農村地帯からの移住民も多く生活し、セントロとゾナ・スルに労働力を供給している。大衆居住地域は西地区 オエステにさらに拡大し、こ 地区の人口は二〇〇〇年から二〇一〇年の間に一五万人増加して一七〇万人に達した。ゾナ・ノ テの市の境界の先の北方には約三一〇万人が暮らすバイシャーダ・フルミネンセ地域と総称されるいくつかの周辺自治体がある。　
ゾナ・スルやバハと違って、大
衆居住地域には公園、緑地やスポ














ハでは、選手村や報道センターが開設されるほか、陸上、自転車、バスケット、柔道、レスリング、フェンシング、テコンドー、ハンドボール、体操、新体操 トランポリン、シ クロナイズドスイミング、水球 飛び込み、テニス、水泳、重量挙げ、卓球、バドミントン、ボクシング の各競技を実施するスポーツコ プレッ スが建設された。リオ五輪で初めて採用されたゴルフのためのコースも新たに作られた。 「未来のアリーナ」と名付けられたハンドボール会場は大会後に解体され、四校分の学校建設の建材として再利用されるなど、無用の長物を作り出さない工夫もされている。　
セントロとゾナ・ノルテでは、
二〇一四年サッカーワールドカップに合わせて改修されたマラカナン・スタジアムで開会式、閉会式、サッカーが、隣接する体育館でバレーボールが実施されるほか、五輪に合わせて改修されたエンジェニョン・スタジアムでサッカーと陸上競技が行 れる。カーニバル
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年二月から五月頃、セント で車の交通を大幅に制限し、路面電車（ライト・レイル鉄道：ＶＬＴ）の建設が進められていた。導入されるＶＬＴはフランス製の超低床型で、車両の上に架線がなく線路から電源を取る方式 みた目もすっきりしたも である。ＶＬＴの経路は、国内線航空専用のサントス・ドゥモン空港 地下鉄駅、スーパービアのターミナルであるセントラル駅、対岸のニテロイ市と結ぶ連絡船発着場のキ ゼ広場、長距離バスターミナルを通り、これまでつながりがなかった公共交通を結ぶ役割を果たす。中心市街





沈滞してセントロの治安が悪化したのにともない、訪れる観光客ナイトライフを楽しむのはゾナ・スルのコパカバーナ地区やイパネマ地区などに限定され、夜間・週末のセントロは閑散 近寄りがたくなった。ＶＬＴの敷設とセントロと港湾 新たな車の動線としてすでに開通し 市制四五〇年記念トンネルの効果が相
まって、荒廃した港湾地区の再開発がリオの再生のシンボルになるかもしれない。先行例は、セントロ西部に芸術家が集うボヘミアンな雰囲気のラパ地区だ。過去一〇年余りの間で治安が回復して凋落から回復し、レストラン、バル、ライブハウスに毎夜多くの住民や観光客が詰めかけて、今やイパネマ、コパカバーナを凌ぐ賑わいを見せている。リオが、人々がより気楽に出歩ける都市になっていく期待が高まっている。　
五輪のメイン会場が設置される
写真 1　セントロ地区に導入される VLT。2016 年 4 月下旬時点で試験走行が
行われていた（撮影：近田亮平）
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バハ地区は五輪・パラリンピックを機に公共交通が整備されゾナ・スル、セントロとの統合が進みそうだ。人口増加が著しいが、事業所があまり立地していないバハは生活する けの街と 発展し、バス以外の公共交通 関がなかったこともあって、住民は長距離の車通勤を余儀なくされてきた。バハとゾナ・スル間の自動車 の隘路となってきたサンコンハード海岸の高架道路の拡張工事 五輪までの開通を目指して進められいるほか、現在イパネマが終点となっている地下鉄一号線と接続して西に延びる地下鉄四号線が開通すれば、バハの東 端に達し、そ
こからバハの中心にあるアルヴォラダ・バスターミナルまで専用レーンバス（ＢＲＴ）で結ばれる。アルヴォラダ・バスターミナルとガレオン国際空港の間を結ぶＢＲＴトランスカリオカ線はすでに開通している。　
競技の一部が大衆居住地域にあ


















写真 2　バハ地区に建設された連節バス BRT トランスカリオ
カ線のアルボラーダ・ターミナル駅（撮影：近田亮平）
特集：五輪開催都市リオの変容
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